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福
井
県
の
最
西
端
に
位
置
す
る

高
浜
町
。
南
東
は
お
お
い
町
、
西

は
京
都
府
と
境
し
、
南
西
の
飯
盛

山
脈
を
背
に
し
て
若
狭
湾
に
面
し

て
い
る
。
和
田
地
区
か
ら
高
浜
町

を
経
て
青
郷
地
区
に
至
る
８
㌔
は

遠
浅
で
白
砂
青
松
が
続
き
、
大
正

時
代
か
ら
海
水
浴
場
と
し
て
整
備

が
始
ま
り
全
国
で
も
有
数
の
夏
の

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

こ
と
に
夏
は
関
西

・
中
京
方
面
よ

り
の
海
水
浴
客
で
賑
わ
い

「関
西

の
奥
座
敷
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
。

町
の
西
部
に
あ
る
青
葉
山
の
雄
姿

は

〝
若
狭
富
士
〟
と
呼
ば
れ
、
町

の
象
徴
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
。

町
の
70
％
は
山
林
で
、
穏
や
か
な

内
浦
湾
に
面
し
た
狭
い
斜
面
に
階

段
状
に
約
２
０
０
枚
の
水
田
が
広

が
る
日
引
の
棚
田
は
日
本
の
棚
田

百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。 

 

町
自
慢
の

「景
観
」
は
、
海

・

山

・
海
岸
線
が
見
え
る
場
所
、
地

域
に
よ
っ
て
多
用
で
あ
り
、
変
化

に
富
ん
で
い
て
、
狭
い
町
で
あ
り

な
が
ら
日
本
ら
し
い
景
観
が
随
所

に
残
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
１
９
６
６
年
か
ら
関
西

電
力
高
浜
原
子
力
発
電
所
が
誘
致

さ
れ
、
７
４
年
に
１
号
機
、
翌
年

２
号
機
、
３

・
４
号
機
が
８
０
年

か
ら
運
転
を
開
始
。
原
発
立
地
に

伴

っ
て
教
育
、
福
祉
な
ど
公
共
施

設
も
充
実
し
、
「観
光
と
ア
ト
ム
の

町
」
と
し
て
町
勢
の
発
展
を
目
指

し
て
き
た
。 

 
し
か
し
、
20
歳
か
ら
39
歳
の
若

年
女
性
が
２
０
４
０
年
ま
で
に

50
％
以
上
減
少
す
る
市
町
村
、
い

わ
ゆ
る

「消
滅
可
能
性
都
市
」
に

該
当
す
る
な
ど
人
口
減
少
対
策
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
２
０
１
１
福
島
原
発
事
故

に
よ
る
原
発
再
稼
働
問
題
や
40
年

超
原
発
の
運
転
延
長
問
題
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
町
村

合
併
60
周
年
を
迎
え
た
本
年
を
節

目
の
年
に
し
、
夢
の
あ
る
明
る
い

未
来

へ
の
第

一
歩
と
位
置
づ
け
る
。 

野
瀬
豊
氏
が
高
浜
町
長
に
初
当 

選
し
た
７
年
前
、
地
域
の
良
さ
を

見
直
す

『
高
浜
白
宣
言
』
を
打
ち

出
し
た
。
過
去
の
拘
り
を
フ
ラ
ッ

ト
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検

討
す
る
た
め
に
宣
言
し
た
も
の
で
、

こ
こ
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
が
生
ま
れ
、
高
浜
町
総
合
計
画

へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。 

１
期
４
年
間
は
、
真

っ
白
な
キ 

                 

ャ
ン
パ
ス
に
輪
郭
を
描
き
、
２
期

目
か
ら
は
輪
郭
が
描
か
れ
た
絵
に 

次
々
と
色
を
付
け
て
い
く
。 

真

っ
白
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
多
彩

な
色
が
塗
ら
れ

「自
助

・
共
助

・

公
助
」
に
よ
る

「選
ば
れ
る
町
」

づ
く
り
は
夢
の
あ
る
明
る
い
一
枚

の
絵
と
な
り
、
そ
こ
に
は
町
民
の

笑
顔
が
溢
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。 

                  

T
A

K
A

H
A

M
A

 T
A

K
A

H
A

M
A

 T
A

K
A

H
A

M
A

 T
A
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人
口
減
少
社
会

へ
の
突
入
や
少

子
化
、
超
高
齢
化
が
進
む
日
本
で

は
、
多
く
の
市
町
村
で
住
宅
地

・

商
業
地
の
拡
散
と
中
心
地
の
空
洞

化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
て
、

既
存
の
資
源

「建
物

・
土
地
」
を

利
用
し
、
拡
散
型
の
整
備
を
変
え

て
、 

ま
ち
を
劣
化
さ
せ
な
い
力
を

つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
必

要
な
機
能
を
集
約
さ
せ
管
理
コ
ス

ト
を
削
減
し
て
い
く
の
が
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
。
県
内
で
も
福
井
市 

           

    

や
越
前
市
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

将
来
の
安
心

・
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
手
法
と

し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

高
浜
町
で
も
、
こ
の
10
年
で
事

代

・
塩
土

・
中
町

・
大
西
区
な
ど

で
人
口
減
少
率
は
特
に
高
く
、
空

き
家
も
目
立
っ
て
き
た
。
ま
た
、

高
浜
病
院
を
核
と
す
る
地
域
医
療

の
再
生
、
防
災
力
の
向
上
な
ど
が

新
た
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

多
様
化
し
た
高
浜
町
の
課
題
の
解 

  

         

決
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

高
浜
の
歴
史
と
文
化
が
色
濃
く
残

る

〝
高
浜
ら
し
さ
〟
を
活
か
し
た

暮
ら
し
方
を
提
案
し
て
い
る
。 

先
ず
安
心

・
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
高
齢
者
で
も
歩
い
て
生

活
で
き
る
集
約
さ
れ
た
町
を
目
指

し
、
防
災
機
能
の
強
化
や
持
続
可

能
な
都
市
構
造

へ
の
転
換
に
向
け
、

高
浜
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。 

そ
の
一
つ
が
、
長
年
懸
案
だ
っ

た
庁
舎
の
移
転
新
築
。
現
庁
舎
は

建
設
さ
れ
て
か
ら
46
年
、
現
教
育

会
館
も
37
年
が
経
過
し
、
維
持
管

理
費
が
嵩
み
老
朽
化
も
著
し
く
、

こ
の
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
も

老
朽
化
や
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
増

嵩
な
ど
が
進
ん
で
い
た
。
こ
れ
以

外
に
も
、
公
共
施
設
が
点
在
し
て

い
る
こ
と
で
、
各
申
請
手
続
き
に

手
間
取
る
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
に
繋
が
っ
て
い
た
。 

 

こ
れ
ら
の
状
況
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
国
道
や
Ｊ
Ｒ
な
ど
公
共
交

通
機
関
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

病
院
や
商
業
店
舗
に
近
い
便
利
で

安
心
な
エ
リ
ア
で
、
消
防
や
警
察

と
防
災
拠
点
の
連
携
が
図
れ
る
場

所
が
適
し
て
い
る
と
考
え
、
旧
山

喜
跡
地
と
教
育
会
館
の
周
辺
エ
リ

ア
に
庁
舎
を
移
転
。
ま
た
、
現
在

の
教
育
会
館
は
取
り
壊
し
、
庁
舎

と
併
せ
て
新
た
に
公
民
館
を
建
設

す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。 

現
在
地
で
の
建
替
え
や
薗
部
地

係

へ
の
移
転
な
ど
も
検
討
し
た
が
、

建
物
の
延
床
面
積
、
駐
車
場
台
数

の
外
、
災
害
対
応
を
踏
ま
え
た
緊

急
性
を
考
慮
し
、
か
つ
高
齢
化
社

会
を
見
据
え
た

〝新
し
い
ま
ち
の

か
た
ち
〟
を
描
く
上
に
お
い
て
最

も
有
力
な
候
補
地
案
と
し
て
旧
山

喜
跡
地
と
教
育
委
員
会
の
周
辺
エ

リ
ア
が
最
適
と
判
断
し
た
。 

延
べ
床
面
積
約
６
７
０
０
㎡
、

駐
車
場
台
数
１
０
９
台

（
一
般
75

台
う
ち
車
椅
子
用
３
台
、
公
用
車

３
台
）
。
道
路
整
備
費
用
も
含
み

事
業
費
31
億
円
。 

今
年
３
月
に
着

工
し
、
平
成
29
年
１
月
移
転
を
予

定
。
今
後
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
緊

急
時
の
中
核
を
成
し
て
い
く
。 

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た 

新
し
い
ま
ち
の
か
た
ち
を
描
く 

新高浜庁舎完成予想図 

新高浜庁舎建設進捗状況 
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中
心
市
街
地

へ
の
居
住
者
を
増

や
し
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
に
は
、

農
業
、
漁
業
、
観
光
業
と
い
っ
た

地
域
の
魅
力
を
利
用
し
た
産
業
の

活
性
化
が
重
要
だ
。 

高
浜
町
の
漁
業
を
と
り
ま
く
環

境
は
、
漁
港
、
市
場
施
設
な
ど
基

盤
施
設
の
老
朽
化
、
漁
獲
量
の
減 

               

    

少
、
漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担

い
手
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
平
成
24
年
５
月
、
こ
れ
ら

の
改
善
に
向
け
た
高
浜
町
の
水
産

業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
高
浜
漁
港

の
整
備
方
針
を
ま
と
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
若
狭
高
浜
漁
協
が
主

体
と
な
り
、
漁
業
関
係
者
、
魚
商

関
係
者
、
福
井
県
、
高
浜
町
が
参

加
し
て

「高
浜
水
産
業
振
興
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。 

農
業
で
は
天
候
変
動
や
有
害
鳥

獣
被
害
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
周
年
的
に
農
作
物
を
栽
培

で
き
、
高
収
入
が
望
め
る
園
芸
モ 

        

            

デ
ル
の
確
立
の
た
め
大
規
模
園
芸

の
育
成
を
推
進
し
て
、
そ
の
第
１

号
と
し
て
、
平
成
24
年
度
に
道
の

駅
西
側
に
約
５
４
０
０
㎡
の
大
規

模
園
芸

ハ
ウ
ス
を
整
備
し
、
平
成

25
年
10
月
に
初
出
荷
を
迎
え
た
。 

こ
の
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
る
ミ

デ
ィ
ト
マ
ト

「越
の
ル
ビ
ー
」
は
、

毎
年
８
月
か
ら
翌
７
月
ま
で
周
年

栽
培
さ
れ
、
主
に

「
Ｊ
Ａ
」
を
通

じ
て
関
西
圏
の
生
協
や
百
貨
店
を

は
じ
め
、｢

道
の
駅
シ
ー
サ
イ
ド
高

浜
」｢
高
浜
市
場
き
な
ー
れ
」｢

地

元
ス
ー
パ
ー
」
な
ど
に
出
荷
し
、

年
間
50

～
60

㌧
の
出
荷
量
を
予 

            

定
。
収
穫
さ
れ
た

「越
の
ル
ビ
ー
」

は
、
糖
度
が
高
く
酸
味
は
控
え
め

で
大
変
美
味
し
い
ト
マ
ト
に
仕
上

が
り
、
高
浜
町
の
新
た
な
ブ
ラ
ン

ド
品
が
誕
生
し
た
。  

さ
ら
に
、
大
規
模
に
集
約
さ
れ

た
施
設
園
芸
拠
点
の
形
成
を
目
指

し
、
生
産

・
調
整

・
出
荷
ま
で
を

一
気
通
貫
し
て
行
う

「次
世
代
大

規
模
施
設
園
芸
の
拠
点
整
備
」
を

安
土
公
有
水
面
埋
立
地
に
計
画
。

平
成
28 

年
４ 

月
稼
働
を
目
指
す
。 

敷
地
約
６
ha

に
フ
ル
テ
ィ
カ
ト

マ
ト
を
栽
培
す
る
大
規
模
園
芸

ハ

ウ
ス
と
結
球
レ
タ
ス
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、

よ
り

一
層
の
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
な
が

ら
、
人
口
減
少
対
策
を
見
据
え
た

「暮
ら
し

た
い
、
働
き
た
い
、
訪
れ
た
い
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。 

野
瀬 

豊
高
浜
町
長 

高浜市場きなーれ 

大規模園芸ハウス 

地
域
の
魅
力
を
利
用
し
た
産
業
を 

地
域
全
体
で
守
り
育
て
る 
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ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
等
を
栽
培
す
る
植

物
工
場
、
サ
ラ
ダ
用
、
惣
菜
加
工
用

キ
ッ
ト
、
青
果
販
売
用
の
カ
ッ
ト
野

菜
工
場
を
整
備
。
千
葉
県
の

「和
郷

園
グ
ル
ー
プ
」 

（農
業
生
産
法
人

(

株)

福
井
和
郷
）
に
よ
る
事
業
運
営

と
な
り
約
１
０
０
人
か
ら
１
５
０

人
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
、
百
貨
店
等

量
販
店
、
コ
ン
ビ
ニ
各
社
、
外
食
チ

ェ
ー
ン
な
ど
を
中
心
に
、
北
陸

・
関

西

・
名
古
屋
圏
に
販
路
を
求
め
る
。 

観
光
業
で
は
、
城
山
公
園
と
周

辺
エ
リ
ア
は
優
れ
た
景
観
を
有
す

る
景
勝
地
で
あ
り
、
海
水
浴
場
や

漁
港
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
観
光
と

産
業
の
場
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
が
、
近
年
で
は 

 

 

        

海
水
浴
客
が
最
盛
期
の
６
分
の
１

に
減
少
し
、
本
来
持
つ
優
雅
な
景

勝
地
と
し
て
の
環
境
が
活
か
し
き

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。 

ま
た
、
町
内
唯

一
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
た
宿
泊
施
設

と
し
て
高
浜
の
観
光
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
城
山
荘
は
、
施
設
の
老
朽

化
、
臨
海
学
校
な
ど
団
体
客
の
減 

 

   

人
口
減
少
や
人
口
流
出
、
高
齢

化
が
続
く
と
、
地
域
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
が
進
み
、
そ
の
結
果
、

社
会
的
弱
者
の
孤
立
、
地
域
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
機
能
の
低
下
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
機
会
の
減

少
な
ど
が
、
町
の
課
題
と
し
て
現

れ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
の
解

決
に
は
地
域
の
つ
な
が
り

（地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
を
維
持
す
る
こ

と
が
と
て
も
大
き
な
力
に
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
住
ま
い
や
く
ら
し

の
環
境
を
魅
力
の
あ
る
も
の
に
し

て
、
「今
、
住
ん
で
い
る
人
に
今
後 

少
に
伴
い
経
営
面
で
も
抜
本
的
な

改
善
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。 

こ
れ
ら
は
、
観
光
客
の
ハ
イ
シ

ー
ズ
ン
型
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
型

へ

の
転
換
を
図
る
と
と
も
に
町
民
が

日
常
的
に
利
用
で
き
る
地
域
交
流

の
活
性
化
を
担
う
施
設
と
し
て
整

備
し
、
地
域
全
体
で
守
り
育
て
る

公
園
を
目
指
す
。 

    

も
住
み
続
け
て
も
ら
う
こ
と
」
と

「新
た
に
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と

考
え
る
人
が
増
え
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
、
町
で
は
地
域
の
景
観

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
作

っ
た

り
、
井
戸
端
会
議
、
散
歩
中
に
休

憩
が
出
来
る
よ
う
な
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク
の
整
備
を
進
め
る
。 

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
と
は
地
域
の

住
環
境
の
改
善
や
向
上
の
た
め
の

景
観
整
備
、
資
源
の
活
用
を
通
し

て
地
域
の
つ
な
が
り
が
維
持
さ
れ

る
、
再
構
成
さ
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
、
公
園

（５ 

            

０
０
㎡
以
上
）
ほ
ど
の
広
さ
は
無

い
が
、
町
な
か
の
わ
ず
か
な
空
間

を
利
用
し
て
歩
行
者
や
住
民
に
休

憩
や
語
ら
い
の
場
所
を
提
供
し
、

環
境
の
向
上
と
改
善
に
役
立
た
せ

る
場
所
づ
く
り
だ
。 

さ
ら
に
、
旧
丹
後
街
道
沿
道
地

区
が
伝
統
的
民
家
群
保
存
活
用
推

進
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。
受
け
継

が
れ
て
き
た
建
築
技
術
を
高
浜
建

築
に
よ
り
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

伝
統
的
民
家
が
あ
る
景
観
を
守
ろ

う
と
、
地
元
大
工
を
中
心
に
地
元

職
人
、
地
元
設
計
士
、
大
学
、
行

政
な
ど
が
連
携
し
、
地
元
建
材
を

城山公園・明鏡洞 

高浜町のまちなみ 

住
み
続
け
た
い
、
住
み
た
い 

魅
力
あ
る
環
境
と
地
域
の
つ
な
が
り 
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利
用
し
た
、
高
浜
の
自
然
か
ら
生

ま
れ
、
引
き
継
が
れ
た
風
景
に
合

う
建
物
を
提
案
、
建
築
す
る
勉
強

会
な
ど
地
域
づ
く
り
の
活
動
を
支

援
し
、
昔
か
ら
の
建
築
技
術
と
新

技
術
の
融
合
に
よ
り
環
境
に
負
担

を
か
け
ず
に
快
適
な
生
活
が
実
現 

    

ま
ち
な
か
は

「高
浜
病
院
」
や

「サ
ン
ビ
ュ
ー
高
浜
」
を
始
め
、

医
療

・
福
祉
施
設
が
あ
り
、
住
民

全
体
の
生
活
を
支
え
て
い
る
重
要

な
場
所
。
年
齢
や
障
害
に
関
係
な

く
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
医
療

・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
と
と

も
に
、
住
民
同
士
の
支
え
あ
い
を

広
げ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
て
、

中
心
市
街
地

（ま
ち
な
か
）
で

「福

祉
施
設

（み
ん
な
を
元
気
に
す
る

場
所
）
」
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。

障
害
の
有
無
や
年
齢
に
関
係
な
く

社
会
参
加
し
や
す
い
環
境
に
繋
げ
、 

さ
れ
、
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る

高
浜
建
築
の
検
討
を
行

っ
て
い
る
。 

地
域
の
魅
力
を
守
る
心
を
育
て
、

町
並
み
を
活
か
し
た
花
植
え
や
夜

間
の
景
観
の
演
出

・
実
践
の
た
め

の
勉
強
会
な
ど
地
域
づ
く
り
の
活

動
も
支
援
し
て
い
る
。 

    

こ
の
施
設
で
働
く
人
、
訪
れ
る
人

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
町
民
の
元 

              

気
に
つ
な
が
る
場
所
だ
。 

現
在
の
高
浜
町
に
は
、
障
害
を

持
つ
人
が

「暮
ら
す

・
訪
れ
る

・

働
く
」
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
不

足
し
て
お
り
、
町
外
に
多
く
を
依

存
し
て
い
て
障
害
者
を
地
域
の
交

流
や
活
動
か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
う

一
面
が
あ
っ
た
。
特
に
、
障
害
の

あ
る
子
を
持
つ
親
は
、
将
来

へ
の

不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
し
て

き
た
。 

先
ず
は
障
害
者
が
元
気
に
暮
ら

す
姿
が

〝
見
え
る
〟
施
設
を
ま
ち

な
か
に
優
先
的
に
整
備
し
、
ま
ち

全
体
を
元
気
に
し
て
い
く
場
所
と

人
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
と
、
障

害
福
祉
に
つ
い
て
話
し
合
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
グ
ル
ー
プ

『
る
る
る
の

会
』
が
結
成
さ
れ
た
。
高
浜
町
を

「や
さ
し
さ
で
笑
顔
が
つ
な
が
る

ま
ち
」
に
す
る
た
め
、
会
の
行
動

指
針

『
つ
な
げ
る
、
す
す
め
る
、

安
心
で
き
る
』
の
３
つ
の

〝
る
〟

を
集
め
て
、
る
る
る
の
会
と
し
た
。

毎
月
の
定
例
会
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
の
応
援
な
ど
様
々
な
活
動
を
進

め
て
い
る
。 

                           

高浜町の地域医療の拠点「高浜病院」 

ま
ち
な
か
に
ま
ち
全
体
を
元
気
に 

し
て
い
く
場
所
と
人
を
育
て
る 


